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私
の
ポ
ケ
ッ
ト

『
日
本
の
後
進
国
化
』
と
い
う
言
葉
を

最
近
目
に
す
る
事
が
有
り
ま
す
。「
中
国

に
抜
か
れ
た
と
は
い
え
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
世
界
３

位
な
ん
だ
し
、そ
ん
な
事
は
有
り
得
な
い
」

と
考
え
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
数
値
と
し
て
は
、
現
実

的
な
評
価
だ
と
言
え
る
も
の
だ
と
個
人
的

に
は
思
わ
れ
ま
す
。

小
職
の
幼
少
期
、
東
西
冷
戦
期
で
も
あ

り
し
た
の
で
西
側
諸
国
が
経
済
の
中
心
を

成
し
て
お
り
ま
し
て
、
当
時
の
世
界
経
済

は
日
米
欧
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
七
〇
％
を
占
め

て
い
ま
し
た
。
当
時
の
日
本
は
、
米
国
の

約
六
兆
ド
ル
に
つ
い
で
約
三
兆
ド
ル
で
世

界
二
位
、
旧
西
欧
の
合
計
値
が
約
六
兆
ド

ル
超
、
当
時
の
日
本
は
一
国
で
世
界
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
一
七
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
現
在
、
首
位
の
米
国
は
約

二
三
兆
ド
ル
、
二
位
の
中
国
が
約
一
七
兆

ド
ル
、
三
位
は
日
本
で
す
が
約
五
兆
ド
ル

と
上
位
か
ら
大
き
く
離
さ
れ
、
四
位
の
ド

イ
ツ
が
四
兆
ド
ル
超
と
肉
薄
し
て
お
り
ま

す
。
シ
ェ
ア
で
見
て
も
五
％
前
後
で
あ
り

後
進
国
が
押
し
な
べ
て
三
％
前
後
で
あ
る

こ
と
か
ら
、「
二
位
ま
で
と
そ
れ
以
下
」

と
い
う
見
方
が
正
解
な
の
だ
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。

諺
に
「
腐
っ
て
も
鯛
」
と
あ
り
ま
す
が
、

腐
っ
て
し
ま
え
ば
鯛
と
し
て
の
価
値
は
無

く
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
、
経
済
成
長
を
軽
ん

じ
て
き
た
「
ツ
ケ
」
は
ど
の
様
な
カ
タ
チ

で
現
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
（
酒
井
記
）



福
島
法
人
会
第
10
回
通
常
総
会
開
催

令
和
４
年
６
月
３
日
（
金
）、ク
ー
ラ
ク
ー

リ
ア
ン
テ
サ
ン
パ
レ
ス
に
て
第
10
回
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
・
３
年
度
は
規
模
を
縮
小
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
通

常
通
り
記
念
講
演
会
・
懇
親
会
も
併
せ
て
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
、
福
島
税
務
署
佐
藤
義
典
署
長
は

じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
、
会
員
出
席
は
約
１
０
０
名
（
議
決
権
総

数
１
０
６
１
社

う
ち
委
任
状
９
６
８
社
）

と
な
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
報
告
事
項
と
し
て
①
令
和
３

年
度
事
業
、
②
令
和
４
年
度
事
業
計
画
、
③

令
和
４
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
説
明
、
決

議
事
項
と
し
て
①
令
和
３
年
度
決
算
報
告
に

に
つ
い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
事
業
で
は
、
青
年
部
会
・
女

性
部
会
に
よ
る
「
租
税
教
室
」
や
各
種
セ
ミ

ナ
ー
等
、
前
年
度
よ
り
も
事
業
数
や
参
加
人

数
が
増
加
し
た
こ
と
、「
小
中
学
生
に
よ
る

税
に
関
す
る
書
道
展
」
が
新
た
に
開
催
さ
れ

た
こ
と
な
ど
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、
法
人
会
の
原
点

で
あ
る
「
税
」
に
関
す
る
活
動
に
軸
足
を
置

き
な
が
ら
、
地
域
企
業
・
地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
目
指
す
た
め
事
業
の
一
層
の
活
性
化
を

令
和
４
年
６
月
３
日
（
金
）、
３
年
ぶ
り

と
な
る
記
念
講
演
会
が
、
一
般
の
聴
講
者
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、
第
10
回
通
常
総
会
前
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

元
よ
し
も
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
の
竹
中
功
氏
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
に

生
か
す
実
践
的SD

Gs

」
と
題
し
た
、
企
業

と
し
てSD

Gs

に
ど
う
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
行
く
べ
き
か
分
か
り
易
く
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
お
は
な
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

SD
Gs

は
持
続
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

生
き
残
る
た
め
の
開
発
目
標
で
あ
り
、
17

つ
の
目
標
を
他
人
事
で
は
な
く
、「
自
分
ご

と
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

SD
Gs

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
今
す
ぐ

売
上
や
利
益
に
繋
が
る
も
の
で
は
な
い
が
、

将
来
的
に
取
引
先
と
の
関
係
を
見
据
え
て
、

将
来
の
投
資
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来

る
と
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

SD
Gs

に
取
り
組
ん
だ
結
果
と
し
て
は
、

社
外
か
ら
の
見
え
方
が
変
わ
り
、
企
業
イ

メ
ー
ジ
が
向
上
し
、
新
た
な
起
業
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
創
出
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
会

社
が
変
わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
締
め
括

り
ま
し
た
。

講師の竹中功氏
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通
常
総
会
記
念
講
演
会
を
開
催
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令和３年度　決算（正味財産増減計算書） （単位：円）

令和４年度　予算（正味財産増減計算書） （単位：円）

収益（49,611,206）
特定資産運用益

279
0%

受取会費
20,265,850
41%

事業収益
1,368,080
3%

受取補助金等
19,269,700
39%

受取負担金
8,540,691
17%

雑収益
166,606
0%

費用（41,348,618）

公益目的事業会計
28,685,697
69%

収益事業等会計
4,350,440
11%

法人会計
8,312,481
20%

収益（51,697,600）
雑収益
1,000
0%

受取会費
20,147,500
39%

事業収益
3,750,000
7%

受取補助金
18,484,100
36%

受取負担金
9,315,000
18%

費用（53,832,809）

公益目的事業会計
31,833,284
59%

収益事業等会計
12,638,037
24%

法人会計
9,361,488
17%

　詳しい内容は、福島法人会ホームページの情報公開資料から確認することができます。

令
和
４
年
度
表
彰
者
・
受
賞
者

（
敬
称
略
）

《
会
員
増
強
表
彰
》

樋
口

郁
雄
（
福
島
信
用
金
庫
）

樋口　郁雄 氏

紺
野

正
雄
（
㈱
Ａ
水
技
研
）

須
藤

英
穂
（
㈱
東
邦
銀
行
）

佐
藤

俊
彦
（
㈱
福
島
銀
行
）

《
福
利
厚
生
制
度
推
進
表
彰
》

経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
推
進

【
受
託
会
社
（
大
同
生
命
・
Ａ
Ｉ
Ｇ
）
職
員

の
部
】

〈
金
賞
〉

高
野

恭
子
（
大
同
生
命
福
島
営
業
所
）

〈
銀
賞
〉

村
島　
　

誠
（
大
同
生
命
福
島
営
業
所
）村島　　誠 氏 高野　恭子 氏

図
る
こ
と
や
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
の
運
営

に
充
分
留
意
す
る
こ
と
等
を
基
本
方
針
と

し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
周
知
や
年
末
調
整

説
明
会
の
開
催
等
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
約
70
名
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
員
相
互
の
親
睦

交
流
を
図
り
ま
し
た
。

総
会
等
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
会
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
、
表
彰
規
程
に
基
づ
き
表

彰
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。
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Ⅰ
、
基
本
方
針

本
会
は
、
法
人
会
の
原
点
で
あ
る
「
税
に

関
す
る
活
動
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
、
地
域

企
業
・
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
す
た
め

事
業
の
一
層
の
活
性
化
を
図
り
、
適
正
・
効

率
的
な
組
織
運
営
に
努
め
る
。

公
益
法
人
と
し
て
、
ま
た
、
健
全
な
納
税

者
団
体
と
し
て
、
事
業
の
公
益
性
を
常
に
高

め
な
が
ら
、
会
員
増
強
の
推
進
に
繋
が
る
よ

う
組
織
の
拡
大
を
図
る
。
な
お
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
不
透
明
な

中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
運
営
に
充
分
留
意

す
る
と
と
も
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
環
境
の
整
備
や
活

用
に
努
め
る
。

Ⅱ
、
重
点
施
策

⑴

税
務
行
政
へ
の
協
力

税
務
当
局
と
の
連
絡
協
調
を
保
ち
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
納
税
者
と
税
務
当
局
の

間
の
相
互
理
解
醸
成
に
努
め
、
広
く
税
務
知

識
の
普
及
を
通
じ
て
納
税
道
義
の
高
揚
を
図

り
、
公
正
な
税
制
と
円
滑
な
税
務
執
行
に
寄

与
す
る
。
さ
ら
に
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
や
ｅ
Ｌ
ｔ

ａ
ｘ
普
及
の
た
め
の
方
策
を
検
討
し
利
用
向

上
に
努
め
る
。
特
に
ｅ

－
Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て

は
、
法
人
税
等
の
申
告
は
も
と
よ
り
、
ダ
イ

レ
ク
ト
納
付
・
法
定
調
書
の
提
出
・
納
税
証

明
書
の
交
付
請
求
に
お
け
る
利
用
拡
大
に
取

り
組
む
。
ま
た
、
令
和
５
年
10
月
よ
り
導
入

さ
れ
る
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
周
知

に
努
め
る
。

⑵

税
制
改
正
に
対
す
る
提
言
・
要
望

中
小
企
業
税
制
の
確
立
を
目
指
し
、
よ
り

令
和
4
年
度
事
業
計
画

良
い
税
制
の
研
究
に
努
め
、
会
員
の
意
見
を

集
約
し
そ
の
取
り
纏
め
を
行
い
、
か
つ
上
部

団
体
を
通
じ
国
や
地
方
自
治
体
に
要
望
そ
の

実
現
を
期
す
。

⑶

税
の
啓
発
活
動
・
社
会
貢
献

健
全
な
納
税
団
体
と
し
て
組
織
の
拡
大
強

化
を
図
り
、
会
員
の
事
業
へ
の
参
加
向
上
と

加
入
増
加
を
推
進
し
、
事
業
の
公
益
性
と
社

会
貢
献
度
を
高
め
る
。

⑷

企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上

施
策

企
業
の
内
部
統
制
の
強
化
や
経
理
水
準
の

向
上
は
、
企
業
の
成
長
や
税
務
リ
ス
ク
軽
減

の
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
主
点

検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用
と
そ
の
普
及
を

図
る
こ
と
と
す
る
。

⑸

研
修
事
業
の
強
化

企
業
経
営
の
健
全
化
並
び
に
そ
の
発
展
向

上
に
資
す
る
た
め
、
税
務
に
関
わ
る
研
修
は

勿
論
の
こ
と
企
業
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
研
修

事
業
活
動
を
積
極
的
に
行
う
。

⑹

会
務
運
営
の
円
滑
化

法
人
会
組
織
の
検
討
と
魅
力
あ
る
活
動
の

展
開
、
特
に
会
員
相
互
の
情
報
交
換
を
図
る

事
に
よ
り
会
務
を
一
層
円
滑
に
す
る
。

⑺

福
利
厚
生
事
業
の
推
進

福
利
厚
生
事
業
は
、
会
員
の
福
利
厚
生
を

担
う
ば
か
り
で
な
く
、
当
会
の
財
政
基
盤
の

強
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
層
の
推
進
を
図
る
。

⑻

友
誼
団
体
と
の
連
携
協
調

効
率
的
な
事
業
活
動
及
び
会
員
増
強
を
目

的
に
、
東
北
税
理
士
会
福
島
支
部
と
の
懇
談

会
開
催
等
、
友
誼
団
体
と
の
積
極
的
な
連
携

協
調
を
図
る
。

Ⅲ
、
主
要
事
業
計
画

⑴

税
知
識
の
普
及
を
目
的
と
す
る
事
業

①

新
設
法
人
説
明
会

②

決
算
法
人
説
明
会

③

年
末
調
整
説
明
会

④

租
税
教
室
・
移
動
租
税
教
室

⑤

女
性
部
会
税
務
研
修
会

⑥

青
年
部
会
税
務
研
修
会

⑦

支
部
税
務
研
修
会

⑧

改
正
税
法
説
明
会

⑵

納
税
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
す
る
事
業

①
「
税
を
考
え
る
週
間
」
広
報
活
動

②

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

③

小
中
学
生
に
よ
る
税
に
関
す
る
書
道

展
④

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
紙
に
よ
る

税
情
報
の
発
信

⑤

地
域
イ
ベ
ン
ト
参
加「
税
金
ク
イ
ズ
」

⑥

青
年
部
会
・
女
性
部
会
合
同
で
の
税

イ
ベ
ン
ト

⑶

税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調
査
研
究
並

び
に
提
言
に
関
す
る
事
業

①

税
制
改
正
要
望
大
会

②

税
務
関
係
団
体
協
議
会
と
の
意
見
交

換
会
等

③

税
制
改
正
要
望
書
の
関
係
機
関
へ
の

提
出

④

税
制
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

⑤

全
国
青
年
の
集
い

⑥

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑷

地
域
企
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
事

業①

実
務
セ
ミ
ナ
ー

②

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

③

時
局
講
演
会

④

初
級
簿
記
セ
ミ
ナ
ー

⑸

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
と
す
る
事

業①

新
春
公
開
講
演
会

②

献
血
活
動

③

婚
活
事
業

④

寄
付
事
業

⑹

会
員
交
流
に
資
す
る
た
め
の
事
業

①

総
会
懇
親
会

②

新
年
賀
詞
交
歓
会

③

新
入
会
員
の
集
い

④

委
員
会
等
懇
談
会

⑤

部
会
例
会

⑥

支
部
部
会
研
修
交
流
会

⑺

会
員
の
福
利
厚
生
等
に
関
す
る
事
業

①
『
経
営
者
大
型
保
障
制
度
』
の
普
及

推
進

②
『
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
』
の
普
及
推
進

③
『
が
ん
保
険
制
度
』
の
普
及
推
進

④
『
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
ん
健
診
』
の
普
及
推
進

⑻

そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
必
要
事
業

①

総
会
・
理
事
会
な
ど
会
務
運
営
の
た

め
の
各
種
会
議
の
開
催
。

②

事
務
局
効
率
化
の
推
進
と
退
会
及
び

未
収
会
費
の
防
止
策
の
改
善
。

③

法
令
に
基
づ
く
適
正
な
情
報
開
示
と

個
人
情
報
管
理
の
徹
底
。

④

法
人
会
の
組
織
や
体
系
の
あ
り
方
、

事
業
・
運
営
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
の

検
討
。

⑤

青
年
・
女
性
部
会
活
動
の
一
層
の
推

進
と
部
会
相
互
の
連
携
・
協
調
。

⑥

会
員
増
強
活
動
の
推
進
〈「
会
員
増
強

月
間
」：
９
月
か
ら
12
月
の
４
ヶ
月
間
〉
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《
令
和
４
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
》

今
回
は
、
給
与
等
の
支
給
額
が
増
加
し
た

場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
制
度
の
見
直

し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑴

人
材
確
保
等
促
進
税
制
の
賃
上
げ
促
進

税
制
へ
の
改
組

青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
法
人
が
、
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
開
始
す
る
各
事
業
年
度
に
お
い
て

国
内
雇
用
者
に
対
し
て
給
与
等
を
支
給
す
る

場
合
に
お
い
て
、
次
の
《
要
件
》
を
満
た
す

と
き
は
、
控
除
対
象
雇
用
者
給
与
等
支
給
増

加
額
の
15
％
（
次
の《
上
乗
せ
要
件
》
①
・
②

を
満
た
す
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
割
合

を
加
算
し
た
割
合
）
相
当
額
の
法
人
税
額
の

特
別
控
除
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

⑵

中
小
企
業
者
等
に
お
け
る
賃
上
げ
促
進

税
制
の
見
直
し

税
額
控
除
割
合
の
《
上
乗
せ
要
件
》
に
つ

い
て
、次
の
と
お
り
見
直
し
が
行
わ
れ
た
上
、

そ
の
適
用
期
限
が
１
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

⑶

そ
の
他

教
育
訓
練
費
の
額
に
係
る
上
乗
せ
要
件
を

満
た
す
も
の
と
し
て
本
制
度
の
適
用
を
受
け

る
場
合
に
は
、
教
育
訓
練
費
の
明
細
を
記
載

し
た
書
類
の
保
存
（
改
正
前
：
確
定
申
告
書

等
へ
の
添
付
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

※

用
語
に
つ
い
て
の
解
説
は
省
略
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
令
和
４
年

度

法
人
税
関
係
法
令
の
改
正
の
概
要
」

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
に
お
い
て
、
改
正
に

つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
法
人
県
民
税
法
人
税
割
の
超
過
課
税
に
つ
い
て
」

本
県
で
は
、
商
工
業
の
振
興
、
社
会

福
祉
の
充
実
・
次
世
代
育
成
の
支
援
及

び
教
育
・
文
化
の
振
興
を
目
的
と
し
て
、

要
件
に
該
当
す
る
法
人
に
つ
い
て
は
、

法
人
県
民
税
法
人
税
割
の
税
率
を
１
．

８
％
と
す
る
超
過
課
税
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
の
適
用
期
間
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
１
月
31
日
ま
で
に
終
了
す
る
各
事

業
年
度
分
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、引
き
続
き
こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
、

令
和
９
年
１
月
31
日
ま
で
に
終
了
す
る

各
事
業
年
度
分
ま
で
延
長
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
超
過
課
税
の
対
象
と
な
る
法
人

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
法
人

①

資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額

が
１
億
円
を
超
え
る
法
人

②

資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額

が
１
億
円
以
下
の
法
人
若
し
く
は

資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
を

有
し
な
い
法
人
又
は
福
島
県
税
条

例
第
23
条
第
６
項
に
お
い
て
法
人

と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

か
つ
、
課
税
標
準
と
な
る
法
人
税

額
が
年
１
千
万
円
を
超
え
る
法
人

（
県
庁
税
務
課
）
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こ
の
事
案
は
相
続
直
後
に
す
ぐ
物
件
を
売
却

し
た
こ
と
、
そ
し
て
あ
ま
り
に
直
前
す
ぎ
る
意
図

的
な
相
続
税
圧
縮
の
た
め
の
手
法
だ
っ
た
と
み

ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
他
の
案
件
に
比
し
看
過
で
き

な
い
不
均
衡
が
あ
り
課
税
の
公
平
に
反
す
る
と

い
っ
た
個
別
事
情
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
実
勢
価

額
と
相
続
税
評
価
額
の
金
額
の
開
き
が
４
～
５

倍
は
あ
る
資
産
に
つ
い
て
の
相
続
税
対
策
に
く

ぎ
を
刺
し
た
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
と
は
違
う
視
点
に
な
り
ま
す
が
、
相
続
人

の
ひ
と
り
が
そ
の
土
地
建
物
だ
け
相
続
す
る
と
、

相
続
税
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
金
融
機
関
か
ら

の
借
入
金
で
建
物
を
購
入
し
、
建
物
の
固
定
資
産

税
評
価
額
と
借
入
金
残
額
と
の
差
額
で
遺
産
総

額
を
少
な
く
す
る
と
い
う
手
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
相
続
税
申
告
に
お
け
る
不
動
産

評
価
の
裁
判
に
つ
い
て
最
高
裁
判
所
で
判
決
が

あ
り
、
訴
え
て
い
た
相
続
人
の
敗
訴
が
確
定
し
、

多
額
の
相
続
税
の
追
徴
税
額
を
支
払
っ
た
と
い

う
事
案
が
あ
り
ま
し
た
。
相
続
人
は
、
財
産
評
価

通
達
の
通
り
に
相
続
財
産
を
路
線
価
及
び
固
定

資
産
税
評
価
額
で
評
価
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ｎ
Ｏ
を
た
た
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

相
続
財
産
の
評
価
は
原
則
と
し
て
相
続
開
始
日

の
時
価
で
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
は
財

産
評
価
基
本
通
達
と
呼
ば
れ
て
い
る
基
準
に
よ
っ

て
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
土
地
で
あ
れ
ば
、
公

示
地
価
の
８
割
水
準
に
設
定
さ
れ
て
い
る
路
線
価
、

建
物
に
つ
い
て
は
市
町
村
が
定
め
る
建
築
費
の
６

～
７
割
程
度
の
固
定
資
産
税
評
価
額
を
使
用
し
て

申
告
を
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
回
の
判
決
は
そ
の
建
物
に
つ
き
、
い
わ
ゆ

る
「
実
勢
価
額
と
固
定
資
産
税
評
価
額
に
『
著
し

い
乖
離
』
が
あ
る
場
合
、
通
達
の
定
め
に
よ
り
評

価
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
財

産
の
価
額
は
、
国
税
庁
長
官
の
指
示
を
受
け
て
評

価
す
る
」
の
規
定
か
ら
、
独
自
に
評
価
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
適
用
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

借
入
金
の
方
が
多
く
、
マ
イ
ナ
ス
の
相
続
を
し
た

こ
と
に
な
り
、
相
続
税
額
の
負
担
は
な
い
も
の

の
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
現
象
が
お
こ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
見
た
目
で
損
を
し
て
い
る
よ
う
な
状
態

で
、
も
し
か
す
る
と
相
続
人
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
不
動
産
を
利
用
し
て
の
相
続

対
策
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
必
要

性
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部

佐
藤

昌
彦





































　
　
福
島
県
立
福
島
西
高
等
学
校

一
年

髙

木

美
沙
希

令
和
3
年
度「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」入
賞
作
品

税
に
積
極
的
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

福
島
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議
会
長
賞

ま
ず
、「
税
は
世
の
中
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
状

況
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
存
在
だ
」
と
い
う
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
く
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は

ほ
と
ん
ど
の
人
々
が
持
つ
共
通
認
識
で
あ
り
、
か

つ
そ
の
考
え
方
そ
の
も
の
は
非
常
に
単
純
で
あ

る
。
だ
が
、
実
際
に
税
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

印
象
を
持
っ
て
い
る
人
は
あ
ま
り
に
少
な
い
。
私

は
こ
の
、「
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
が
積
極
的
に

は
な
れ
な
い
」
と
い
う
意
識
の
相
違
が
何
故
生
ま

れ
る
の
か
を
考
え
た
。

一
つ
目
の
原
因
は
、「
税
に
対
す
る
不
満
が
存

在
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
収
入
に
比
べ
て
負
担
が

大
き
い
、
税
金
の
使
途
に
つ
い
て
納
得
が
い
か
な

い
、
不
公
平
が
あ
る
、
と
い
っ
た
不
満
が
、
私
た

ち
の
意
識
を
下
げ
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
様
々
な
影
響
を
受
け
、
よ
り
一
層
情
報
が
錯

綜
す
る
世
の
中
に
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
問

題
は
よ
り
顕
著
に
表
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
全
員
の
負
担
を
完
全
に
無
く
す
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
よ
り
負
担
を

少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
や
、
国
民
が
納
得
す
る
よ

う
に
税
金
の
使
途
を
は
っ
き
り
と
明
示
し
脱
税

な
ど
の
不
公
平
を
絶
対
に
許
容
し
な
い
社
会
を

つ
く
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
不
満

を
持
つ
人
々
の
立
場
に
寄
り
添
う
態
度
が
、
税
に

対
す
る
意
識
を
積
極
的
に
形
作
る
た
め
の
一
歩

に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
二
つ
目
の
原
因
は
、「
税
に
対
す
る
知
識

が
欠
け
て
い
る
こ
と
」
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
ま
で
、

学
校
の
授
業
の
中
で
何
度
も
税
の
重
要
性
に
つ
い

て
学
習
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
重
要
性
だ
け
を
理

解
し
た
だ
け
に
す
ぎ
ず
、
税
の
本
当
の
役
割
に
つ

い
て
は
漠
然
と
し
た
ま
ま
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
若
年
層
に
お

い
て
も
、
税
の
意
義
に
つ
い
て
曖
昧
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
人
が
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
私

た
ち
個
人
の
態
度
が
関
係
し
て
い
る
た
め
、
そ
う

簡
単
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
最

も
重
要
な
の
は
、
納
税
者
で
あ
る
私
た
ち
自
身
が
、

身
近
に
あ
る
税
や
そ
う
で
な
い
税
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
理
解
を
深
め
た
上
で
、
自
ら
主
体
的
に

社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
教
育

の
場
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
家
庭
の
中
で
日
常
的

に
税
に
つ
い
て
考
え
る
場
面
を
増
や
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
遭
遇
し
た
場
面
で

得
た
知
識
を
し
っ
か
り
心
に
留
め
、
個
人
の
意
識

を
受
動
的
な
態
度
か
ら
能
動
的
な
態
度
へ
と
転
換

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。

税
は
ど
う
し
て
も
、「
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
強
制
力
も
持
っ
た
義
務
的
な
も
の
」
だ
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
拭
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
私
自
身

も
、
税
に
対
す
る
そ
ん
な
不
確
か
な
イ
メ
ー
ジ
を

抱
い
て
い
た
。
し
か
し
、
税
に
つ
い
て
深
く
考
え

て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
た
最

大
の
要
因
は
、
私
が
何
も
知
ら
な
い
こ
と
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
、と
い
う
意
識
に
変
わ
っ
た
。「
将

来
の
た
め
に
今
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」

そ
れ
が
、
税
と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

行
き
過
ぎ
た

相
続
税
対
策
？



青
年
部
会

◦
研
修
会
・
委
員
会
分
散
会

福
島
法
人
会
青
年
部
会
で
は
、
研
修
会
並

び
に
委
員
会
分
散
会
を
４
月
11
日
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

租
税
教
育
活
動
は
青
年
部
会
の
柱
で
あ

り
、近
年
精
力
的
に
取
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
税
制
広
報
委
員
会
が
中

心
と
な
り
租
税
教
室
で
の
講
師
育
成
を
目
的

に
、
ま
た
教
材
資
料
を
全
会
員
が
共
通
で
使

用
で
き
る
様
に
作
り
直
し
ま
し
た
。

同
じ
く
分
散
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
を
徹
底
し
、
久
し
ぶ
り
の

対
面
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
各
委
員
会

を
一
同
に
意
見
交
換
や
各
事
業
の
確
認
等
を

◦
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム「
静
岡
大
会
」

４
月
14
日
、
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
静
岡
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
１
３
８
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
感
染
対
策
の
た
め
会
場

は
二
か
所
に
分
か
れ
て
お
り
、
所
々
に
モ
ニ

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
別
所
哲
也
氏
で
、
演
目
は

「
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
の
力
」。
彼
は
米
国
で

俳
優
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
「
日

女
性
部
会

す
る
こ
と
が
で
き
、
更

に
親
睦
を
深
め
る
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

◦
研
修
交
流
会（
総
会
）

第
10
回
研
修
交
流
会

（
総
会
）を
５
月
23
日
に

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
に
福
島
法
人
会

齋
藤
会
長
を
は
じ
め
女

性
部
会
塩
﨑
部
会
長
、

同
じ
く
Ｏ
Ｂ
会
引
地
会

長
ま
た
、
福
島
税
務
署

よ
り
署
長
並
び
に
複
数

本
人
は
、
も

の
づ
く
り
は

素
晴
ら
し
い

が
モ
ノ
ガ
タ

リ
は
下
手

だ
」
と
の
言

葉
か
ら
、
自

分
に
向
き
合

う
時
間
、
伝

え
る
力
の
大

切
さ
を
感

じ
、
今
は
メ

デ
ィ
ア
・
リ

テ
ラ
シ
ー
の

名
の
ご
臨
席
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。総

会
で
は
、
佐
藤
部
会
長
の
ご
挨
拶
と
主

に
各
議
案

の
ご
報
告

を
致
し
ま

し
た
。
昨

年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の

影
響
で
思

う
よ
う
な

活
動
が
出

来
ず
我
慢

の
一
年
で

し
た
が
、

今
年
度
は
少
し
ず
つ
前
に
活
動
を
進
め
て
行

け
る
こ
と
を
信
じ
て
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

部
会
員
一
同
2
期
目
の
佐
藤
部
会
長
を
盛
り

立
て
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
お
力
添
え
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

創
出
に
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
５
分

位
の
フ
ィ
ル
ム
を
３
編
鑑
賞
し
ま
し
た
が
、

ど
れ
も
胸
を
打
つ
作
品
で
感
動
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

や
、
多
く
の
物
産
品
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

私
が
目
を
引
い
た
の
は
掛
川
手
織
葛
布
で
作

ら
れ
た
日
傘
で
す
。
自
然
な
光
沢
が
上
品
で

素
敵
で
し
た
。

他
に
は
浜
松
の
昭
和
楽
器
ハ
ー
モ
ニ
カ
な

ど
な
ど
。
定
番
の
「
う
な
ぎ
パ
イ
」
は
い
く

度
か
完
売
の
札
が
！
女
性
の
購
買
力
に
は
目

を
見
張
り
ま
す
。

懇
親
会
で
は
「
ち
ゃ
っ
き
り
節
」
を
皆
で

踊
り
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
さ
て
、

来
年
は
愛〇
顔
咲
く
媛〇
の
国
で
す
。
多
く
の

会
員
さ
ん
と
共
に
参
加
で
き
ま
す
よ
う
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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問７ 消費税／インボイス制度② 
インボイス制度の導入に向け、昨年１０月より「適格請求書発行事

業者」の登録申請が始まりました。あなたの会社における登録申請予
定をお聞かせください。 
①課税事業者であり、登録申請をする（又は登録申請した） 
②免税事業者ではあるが、課税事業者となって登録申請をする（又は
登録申請した） 
③免税事業者であるが、登録申請をするか検討中である 
④登録申請をする予定はない  ⑤その他 

 
 
問８ 消費税／インボイス制度③ 

課税事業者の方（現在は免税事業者ではあるが、課税事業者となる
予定の方も含む）にお聞きします。インボイス制度導入後の免税事業
者との取引についてお考えをお聞かせください（免税事業者の方は、
空欄のままで結構です）。 
①これまでと変わりなく取引を行う 
②課税事業者にならなければ取引は難しい 
③６年間の経過措置が終了するまでは取引を行うがその後については 

検討していない 
④取引をするかしないかについて検討していない  ⑤その他 

 
 
問９ 金融所得課税 

政府は、一般投資家に配慮しつつ、市場への影響等も踏まえなが
ら、金融所得(配当金、利子、株式譲渡益など)に対する課税のあり方
について検討することとしています。金融所得課税を見直すことにつ
いて、どう考えますか。 
①金融所得への課税を強化する  ②現状のままでよい 
③金融所得への課税を軽減する  ④わからない  ⑤その他 

 
 
問10 地方税／固定資産税 

地方の自主財源として大きなウエイトを占める固定資産税は、その
税収が景気に左右されないことから地方税に適していると言われてい
ます。その一方で、負担感の高まりなどから抜本的な見直しが必要と
の意見があります。固定資産税を見直すとした場合、特に重視すべき
点を２つ以内で選んで下さい。 
①商業地等の宅地の評価方法を見直す  ②家屋の評価方法を見直す 
③償却資産（事業用資産）への課税は廃止を含めて見直す 
④免税点を大幅に引き上げる  ⑤わからない  ⑥その他 

 

※回答率は、回答数を集計枚数で除した数字である。 

問11 マイナンバーカード 
政府は、マイナンバーカードを新規に取得した方、健康保険証とし

ての利用申込みを行った方、公金受取口座の登録を行った方にマイナ
ポイントを付与するなどのカード普及策を行っています。この普及策
についての考えをお聞かせください。 
①マイナンバーカードを取得し（取得しており）、健康保険証のみ利 
 用申込みする 
②マイナンバーカードを取得し（取得しており）、公金受取口座のみ 
 登録する 
③マイナンバーカードを取得し（取得しており）、健康保険証と公金 

受取口座の登録だけを行う 
④マイナンバーカードを取得し（取得しており）、上記①～③以外に 

も各種登録を行う 
⑤マイナンバーカードは取得する（取得している）が、各種登録は 

行わない 
⑥普及策にかかわらず、マイナンバーカードは取得しない 

 
 
問12 財政健全化 

我が国の財政は国と地方の長期債務残高が１，２００兆円を超し、
先進国の中でも突出 して悪化しています。さらに、２０２２年より
団塊の世代が後期高齢者に入ることから、今後、医療と介護の給付費
が急増することが見込まれています。我が国は先進国で最速のスピー
ドで少子高齢化が進み、かつ人口が減少するという極めて深刻な構造
問題を抱えています。将来世代への負担の先送りを回避するため、財
政健全化をどう進めるべきだと考えますか。 
①歳出の削減と負担増の両方で対応する 
②税の自然増収と歳出削減で対応する 
③歳出削減を中心に対応する  ④負担増を中心に対応する 
⑤わからない  ⑥その他 

 
 
問13 社会保障制度 
令和４年には団塊の世代が７５歳以上の高齢者になり始めるなど、社
会保障給付費の急増が見込まれています。政府は、給付は高齢者中心、
負担は現役世代中心というこれまでの社会保障の構造を見直し、少し
でも多くの人に「支える側」に回ってもらうことや、能力に応じた負担
を求めることとしています。社会保障の給付と負担のバランスについ
てどう考えますか。 
①給付水準を大幅に引下げ、負担も減らす 
②給付水準をある程度下げて、現行の負担を維持する 
③現行の給付水準を保つため、ある程度の負担の増加はやむを得ない 
④給付水準をさらに拡充させ、大幅な負担の増加もやむを得ない 
⑤わからない  ⑥その他 
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問１ 法人税／法人税率
昨年１０月、ＯＥＣＤ加盟国を含む１３６カ国・地域は、法人税の国

際的な最低税率を１５％に設定することで合意し、長年にわたり各国
で続いてきた法人税の引下げ競争に歯止めがかかることとなりました。
一方、イギリスではコロナ禍で悪化した財政状況を受け、財政健全化
に向けて法人税率１９％を最高２５％に引上げる、またアメリカでは
経済再生のための財源として、法人税率を２８％（現行２１％）に引上
げる動きがあります。今後の日本の法人税率（２３．２％）のあり方に
ついてどう考えますか。
①法人税率を引下げる ②現行水準で良い ③法人税率を引上げる
④わからない ⑤その他

問２ 中小企業向け税制
令和５年度税制改正を検討するにあたり、中小企業向けの税制で特に

重視すべき点について、以下より２つ以内で選んで下さい。
①法人税の軽減税率の特例（１５％）の本則化等
②設備投資・研究開発を促進する税制の拡充
③雇用拡大・賃金引上げを促進する税制の拡充
④役員給与の損金算入の拡充 ⑤交際費課税の損金算入枠の拡大
⑥欠損金の繰戻還付制度の拡充 ⑦その他

※回答率は、回答数を集計枚数で除した数字である。

問３ 法人関係／企業の賃上げ
令和４年度税制改正では、「成長と分配の好循環」の実現に向けて、

積極的な賃上げ等を促すための税制措置が講じられました。例えば、
中小企業における所得拡大促進税制では、一定以上の賃上げ（雇用者
給与等支給額が前年度比１．５％以上）等を行った場合、給与等支給増
加額の最大４０％を税額控除できる措置に拡充されました。また、政
府が実施する物品調達や公共工事などの入札では、賃上げを行う企業
を優遇する制度も検討されています。あなたの会社では今年の賃上げ
についてどう対応しますか。
①税制が見直されたことを踏まえ、賃上げを考えている
②税制の見直しにかかわらず賃上げする
③税制が見直されても賃上げはしない ④その他

問４ 事業承継／納税猶予制度
平成３０年度税制改正では、中小企業の代替わりを促進するため、

１０年間の特例措置（令和９年１２月末日まで）として、相続税・贈与
税の納税猶予制度の抜本的な拡充（全株式を対象に納税猶予割合が１
００％）が行われました。本特例制度を適用するためには、令和６年３
月末日までに「特例承継計画」を提出する必要がありますが、あなたの
会社の事業承継の状況についてお聞かせください。
①特例承継計画を提出した
②これから特例承継計画を提出する予定である
③本特例制度を適用しないで事業承継を行う
④当面、事業承継を行う予定はない
⑤事業を承継しない ⑥その他

問５ 事業承継／事業承継税制
政府は、事業承継を促進するための税制支援策を講じています。こ

れまでの改正を踏まえて、事業承継税制について特に重視すべき点を
２つ以内で選んで下さい。
①これまでの改正で十分であり、当面は利用状況等を注視する
②相続時精算課税制度など生前贈与制度の更なる拡充を求める
③納税猶予制度の特例措置の更なる拡充や適用期限の延長を求める
④欧州主要国のように、事業用資産を他の一般資産と切り離し、事業

用資産への課税を軽減あるいは免除する制度の創設を求める
⑤その他

※回答率は、回答数を集計枚数で除した数字である。

問６ 消費税／インボイス制度①
令和５年１０月１日から適格請求書等保存方式（いわゆるインボイ

ス制度）が導入されます。同制度は、免税事業者（課税売上高１,００
０万円以下）からの仕入れについては、仕入税額控除することができ
なくなることや、事務負担の増加などの問題が指摘されています。イ
ンボイス制度が導入されることについて、どう考えますか。
①導入には賛成である ②導入には反対である
③わからない ④その他

33.7%33.7%

32.9%32.9%

30.5%30.5%

50.0%50.0%

47.8%47.8%

47.4%47.4%

8.5%8.5%

7.1%7.1%

6.8%6.8%

6.7%6.7%

10.5%10.5%

13.4%13.4%

1.1%1.1%

1.7%1.7%

2.0%2.0%

全法連

福島県連

福島

① ② ③ ④ ⑤

43.4%43.4%

48.1%48.1%

45.8%45.8%

38.4%38.4%

31.6%31.6%

30.9%30.9%

42.9%42.9%

42.2%42.2%

41.6%41.6%

22.6%22.6%

20.8%20.8%

20.3%20.3%

12.6%12.6%

10.0%10.0%

7.4%7.4%

17.2%17.2%

16.8%16.8%

18.1%18.1%

2.2%2.2%

3.3%3.3%

3.1%3.1%

全法連

福島県連

福島

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

25.0%25.0%

27.3%27.3%

26.3%26.3%

39.9%39.9%

36.6%36.6%

32.6%32.6%

22.0%22.0%

20.2%20.2%

21.7%21.7%

13.2%13.2%

15.9%15.9%

19.5%19.5%

全法連

福島県連

福島

① ② ③ ④

3.1%3.1%

2.8%2.8%

2.2%2.2%

13.8%13.8%

11.6%11.6%

10.3%10.3%

20.9%20.9%

16.6%16.6%

15.4%15.4%

43.0%43.0%

47.2%47.2%

46.7%46.7%

7.1%7.1%

7.9%7.9%

9.0%9.0%

12.1%12.1%

13.9%13.9%

16.4%16.4%

全法連

福島県連

福島

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

12.6%12.6%

16.8%16.8%

18.7%18.7%

48.2%48.2%

42.5%42.5%

37.5%37.5%

29.2%29.2%

27.1%27.1%

24.6%24.6%

51.8%51.8%

46.8%46.8%

42.0%42.0%

8.1%8.1%

12.0%12.0%

13.7%13.7%

全法連

福島県連

福島

① ② ③ ④ ⑤

26.4%26.4%

21.0%21.0%

18.9%18.9%

40.6%40.6%

36.4%36.4%

34.1%34.1%

29.6%29.6%

37.7%37.7%

42.2%42.2%

3.3%3.3%

4.9%4.9%

4.8%4.8%

全法連

福島県連

福島

① ② ③ ④

法人会では、令和５年度の税制改正に関する提言の取りまとめにあ
たり、会員の意向を反映するために税制アンケートを実施しました。
福島法人会では、全会員へアンケートを郵送したところ５５６件も

の回答をいただきました。
お忙しい中、アンケートにご協力いただきました皆様に厚く御礼申

し上げます。
アンケートの結果を、次のとおりご報告いたします。

問１ 法人税／法人税率
昨年１０月、ＯＥＣＤ加盟国を含む１３６カ国・地域は、法人税の国

際的な最低税率を１５％に設定することで合意し、長年にわたり各国
で続いてきた法人税の引下げ競争に歯止めがかかることとなりました。
一方、イギリスではコロナ禍で悪化した財政状況を受け、財政健全化
に向けて法人税率１９％を最高２５％に引上げる、またアメリカでは
経済再生のための財源として、法人税率を２８％（現行２１％）に引上
げる動きがあります。今後の日本の法人税率（２３．２％）のあり方に
ついてどう考えますか。
①法人税率を引下げる ②現行水準で良い ③法人税率を引上げる
④わからない ⑤その他

問２ 中小企業向け税制
令和５年度税制改正を検討するにあたり、中小企業向けの税制で特に

重視すべき点について、以下より２つ以内で選んで下さい。
①法人税の軽減税率の特例（１５％）の本則化等
②設備投資・研究開発を促進する税制の拡充
③雇用拡大・賃金引上げを促進する税制の拡充
④役員給与の損金算入の拡充 ⑤交際費課税の損金算入枠の拡大
⑥欠損金の繰戻還付制度の拡充 ⑦その他

※回答率は、回答数を集計枚数で除した数字である。

問３ 法人関係／企業の賃上げ
令和４年度税制改正では、「成長と分配の好循環」の実現に向けて、

積極的な賃上げ等を促すための税制措置が講じられました。例えば、
中小企業における所得拡大促進税制では、一定以上の賃上げ（雇用者
給与等支給額が前年度比１．５％以上）等を行った場合、給与等支給増
加額の最大４０％を税額控除できる措置に拡充されました。また、政
府が実施する物品調達や公共工事などの入札では、賃上げを行う企業
を優遇する制度も検討されています。あなたの会社では今年の賃上げ
についてどう対応しますか。
①税制が見直されたことを踏まえ、賃上げを考えている
②税制の見直しにかかわらず賃上げする
③税制が見直されても賃上げはしない ④その他

問４ 事業承継／納税猶予制度
平成３０年度税制改正では、中小企業の代替わりを促進するため、

１０年間の特例措置（令和９年１２月末日まで）として、相続税・贈与
税の納税猶予制度の抜本的な拡充（全株式を対象に納税猶予割合が１
００％）が行われました。本特例制度を適用するためには、令和６年３
月末日までに「特例承継計画」を提出する必要がありますが、あなたの
会社の事業承継の状況についてお聞かせください。
①特例承継計画を提出した
②これから特例承継計画を提出する予定である
③本特例制度を適用しないで事業承継を行う
④当面、事業承継を行う予定はない
⑤事業を承継しない ⑥その他

問５ 事業承継／事業承継税制
政府は、事業承継を促進するための税制支援策を講じています。こ

れまでの改正を踏まえて、事業承継税制について特に重視すべき点を
２つ以内で選んで下さい。
①これまでの改正で十分であり、当面は利用状況等を注視する
②相続時精算課税制度など生前贈与制度の更なる拡充を求める
③納税猶予制度の特例措置の更なる拡充や適用期限の延長を求める
④欧州主要国のように、事業用資産を他の一般資産と切り離し、事業

用資産への課税を軽減あるいは免除する制度の創設を求める
⑤その他

※回答率は、回答数を集計枚数で除した数字である。

問６ 消費税／インボイス制度①
令和５年１０月１日から適格請求書等保存方式（いわゆるインボイ

ス制度）が導入されます。同制度は、免税事業者（課税売上高１,００
０万円以下）からの仕入れについては、仕入税額控除することができ
なくなることや、事務負担の増加などの問題が指摘されています。イ
ンボイス制度が導入されることについて、どう考えますか。
①導入には賛成である ②導入には反対である
③わからない ④その他
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32.9%32.9%

30.5%30.5%

50.0%50.0%

47.8%47.8%

47.4%47.4%

8.5%8.5%

7.1%7.1%

6.8%6.8%

6.7%6.7%

10.5%10.5%

13.4%13.4%

1.1%1.1%

1.7%1.7%
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① ② ③ ④ ⑤
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42.9%42.9%

42.2%42.2%

41.6%41.6%

22.6%22.6%

20.8%20.8%

20.3%20.3%

12.6%12.6%

10.0%10.0%

7.4%7.4%

17.2%17.2%

16.8%16.8%

18.1%18.1%

2.2%2.2%

3.3%3.3%

3.1%3.1%

全法連

福島県連

福島

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

25.0%25.0%

27.3%27.3%

26.3%26.3%

39.9%39.9%

36.6%36.6%

32.6%32.6%

22.0%22.0%

20.2%20.2%

21.7%21.7%

13.2%13.2%

15.9%15.9%

19.5%19.5%

全法連

福島県連

福島

① ② ③ ④
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2.2%2.2%
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11.6%11.6%
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15.4%15.4%

43.0%43.0%

47.2%47.2%

46.7%46.7%

7.1%7.1%

7.9%7.9%

9.0%9.0%

12.1%12.1%

13.9%13.9%

16.4%16.4%

全法連

福島県連

福島

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

12.6%12.6%

16.8%16.8%

18.7%18.7%

48.2%48.2%

42.5%42.5%

37.5%37.5%

29.2%29.2%

27.1%27.1%

24.6%24.6%

51.8%51.8%

46.8%46.8%

42.0%42.0%

8.1%8.1%

12.0%12.0%

13.7%13.7%

全法連

福島県連

福島

① ② ③ ④ ⑤

26.4%26.4%

21.0%21.0%

18.9%18.9%

40.6%40.6%

36.4%36.4%

34.1%34.1%

29.6%29.6%

37.7%37.7%

42.2%42.2%

3.3%3.3%

4.9%4.9%

4.8%4.8%

全法連

福島県連

福島

① ② ③ ④

法人会では、令和５年度の税制改正に関する提言の取りまとめにあ
たり、会員の意向を反映するために税制アンケートを実施しました。
福島法人会では、全会員へアンケートを郵送したところ５５６件も

の回答をいただきました。
お忙しい中、アンケートにご協力いただきました皆様に厚く御礼申

し上げます。
アンケートの結果を、次のとおりご報告いたします。

9



６
月
13
日
に
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
に

て
税
理
士
法
人
鈴
木
会
計
代
表
社
員
税
理
士

の
鈴
木
武
雄
氏
を
講
師
に
招
き
、「
地
元
税

理
士
が
教
え
る
！
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
初
の
定
員
を
20
名
と
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
定
員
を
大
幅
に
上
回
る
お
申
込
み
が

あ
っ
た
た
め
、
急
遽
定
員
を
増
や
し
会
場
を

変
更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
導
入
に
つ
い
て
、
担
当
者
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
概
要
や
申
請
、
免
税
事
業
者
と
の
関
わ
り

方
な
ど
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
つ
い
て
全

般
的
に
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
つ

い
て
は
ま
だ
不
明
確
な

こ
と
も
あ
り
、
情
報
が

更
新
さ
れ
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
の
で
、
今
後

も
随
時
説
明
会
の
開
催

や
情
報
の
発
信
な
ど
を

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

福
島
税
務
署
と
の
共
催
で
５
月
17
日
に
新

設
法
人
説
明
会
、
６
月
７
日
に
法
人
税
等
決

算
説
明
会
を
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
に
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
説
明
会
は
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
昨
年
度
は
開
催
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
今
年
度

も
情
勢
等
を
勘
案
し
な

が
ら
、
感
染
対
策
を
図

り
つ
つ
開
催
し
て
参
り

ま
す
。




























イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

※空いているマスに漢字を入れて、四字熟語を完成させましょう。すべて完成させ、タテに読む
と、また別の四字熟語が完成します。なんだかわかりますか？

【作者紹介】株式会社ニコリ　日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコリ」を発行する出版社。数
独・クロスワードなど多種多様なパズルをメディアへ提供するコンテンツメーカーでもある。
スマホアプリ「スマニコリ」も配信中。

パズル ・四字熟語

① ②

【
答
え
】
①
…
博
学
多
才

②
…
円
満
具
足

税
務
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

10



あ
る
現
金
商
売
の
法
人
の
現
況
調
査
で
代
表

者
個
人
名
義
の
預
金
通
帳
が
出
て
き
ま
し
た
。

毎
日
、
一
定
の
ラ
ウ
ン
ド
数
字
（
１
万
円
と
か

５
万
円
の
よ
う
に
切
り
の
よ
い
数
字
）
で
の
現

金
入
金
が
あ
り
、
貯
ま
る
と
出
金
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ど
う
も
売
上
金
の
中
か
ら
一
定
金
額
を

つ
ま
ん
で
抜
い
て
い
る
よ
う
に
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
売
上
を
抜
い
て
い
る
と
い
う
証
拠
が
捕
捉

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
通
帳
の
入
金

は
振
込
み
や
小
切
手
入
金
と
い
っ
た
記
号
等
が

つ
い
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
誰
か
ら
の
入
金
か
も

特
定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
入
金

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
都
度
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
場
所

が
動
い
て
お
り
、
店
舗
の
近
く
や
代
表
者
の
住

所
地
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
。
さ
あ
、
皆
さ
ん

が
調
査
官
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

こ
れ
だ
け
の
条
件
で
は
売
上
除
外
の
推
定
は

で
き
ま
す
が
、
認
定
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
現
金
に
は
色
が
つ
い
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
相
手
先
は
も
と
よ
り
損
益
科
目
の
入

金
か
ど
う
か
も
特
定
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
私

が
代
表
者
な
ら
、「
日
頃
か
ら
会
社
や
知
人
に

金
銭
の
融
通
を
し
て
お
り
、
そ
の
返
済
金
が
入

金
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
何
か
問
題
で
も

あ
り
ま
す
か
」
と
回
答
し
ま
す
ね
。
会
社
か
ら

の
借
入
金
の
返
済
で
あ
れ
ば
、
金
銭
出
納
帳
に

そ
の
日
の
返
済
金
額
が
代
表
者
名
義
の
入
金
額

よ
り
多
く
な
け
れ
ば
つ
じ
つ
ま
が
合
い
ま
せ
ん

ね
。
代
表
者
に
い
わ
ゆ
る
時
貸
し
の
原
始
記

録
（
メ
モ
類
）
の
提
示
を
求
め
た
り
、
個
人
の

収
入
状
況
か
ら
時
貸
し
の
原
資
を
説
明
し
て
も

ら
う
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
仮

に
、
原
始
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
場
合
や
物
理

的
に
個
人
の
資
産
か
ら
貸
せ
る
だ
け
の
も
の
が

無
か
っ
た
場
合
で
も
、
売
上
除
外
で
の
否
認
は

難
し
い
で
し
ょ
う
。

････････････････････････････････････

も
う
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
同
じ
く
代
表
者

名
義
の
預
金
に
取
引
先
か
ら
の
振
込
入
金
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
調
査
官
は
振
込
先
に
反
面

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
売
上
除
外
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
売
上
除
外
の
相
手
科

目
は
何
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
預
金
は
個
人
の
公
共
料
金
の
支
払
や

ロ
ー
ン
の
返
済
等
の
生
活
費
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
普
通
預
金
と
し
て
会
社
に
受
け

入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
売
上
除
外

分
は
す
で
に
費
消
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
原
則

的
に
は
代
表
者
へ
の
報
酬
、
つ
ま
り
認
定
賞
与

と
し
て
法
人
税
の
他
に
源
泉
所
得
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。
こ
こ
で
代
表
者
か
ら
売
上
除
外
分
に

つ
い
て
、
分
割
で
必
ず
会
社
に
返
済
す
る
か

ら
、
貸
付
金
処
理
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
嘆
願

が
あ
っ
た
場
合
に
ど
う
す
る
か
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
国
税
当
局
の
裁
量
に
な
り
ま
す

が
、
過
去
に
お
い
て
不
正
行
為
を
行
っ
て
い
な

い
か
、
あ
る
い
は
金
額
的
に
返
済
が
可
能
な
も

の
な
の
か
等
を
総
合
勘
案
し
て
判
断
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
仮
に
代
表
者
へ
の
貸
付
金
処

理
と
し
た
場
合
に
は
、
法
人
と
代
表
者
の
間
で

金
銭
消
費
貸
借
契
約
書
の
締
結
と
、
振
替
伝
票

を
作
成
し
、
具
体
的
な
返
済
計
画
を
提
出
す
れ

ば
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
、

貸
付
金
に
対
す
る
利
息
相
当
分
に
つ
い
て
は
認

定
報
酬
と
な
り
ま
す
の
で
源
泉
所
得
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
途
中
で
不
履
行
が
生
じ
た
場
合
に
は

改
め
て
認
定
賞
与
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

【
筆
者
紹
介
】

牧
野

義
博
（
ま
き
の
・
よ
し
ひ
ろ
）

東
京
国
税
局
調
査
部

に
お
い
て
特
別
国
税
調

査
官
、
統
括
国
税
調
査

官
、
調
査
開
発
課
長
等

を
経
て
八
王
子
税
務
署
長
を
最
後
に
退

官
。
東
京
都
新
宿
区
で
税
理
士
登
録
。
著

書
に
は
『
ザ
・
税
務
調
査
１
～
３
』『
税

務
ト
ラ
ブ
ル
と
債
務
の
確
定
』（
大
蔵
財

務
協
会
）
ほ
か
専
門
誌
等
に
執
筆
。
Ｈ
Ｐ

は
「
牧
野
義
博
税
理
士
事
務
所
」
で
検
索
。

全
国
各
地
で
講
演
会
も
行
っ
て
い
る
。

税
理
士

牧

野

義

博

税
務
調
査
は
詰
め
で
決
ま
る

～
実
践
税
務
調
査
～

法　人　名 代表者 住　　所 業　種　名

㈱マーケッティングセンター 追分　裕太 福島市置賜町5-3 不動産業

ソニー生命保険㈱　金子　美穂 － 郡山市駅前2-11-1　ビッグアイ19階 金融・保険業

プランアシスト㈱ 高荒　啓一 伊達市北後28-26 建設業（設備工事業）

㈱ＩＴＳＵＫＩ 樅山　雅樹 福島市飯坂町平野字檀ノ越18-4 建設業

＊新入会員のうち情報公開に同意いただいた会員のみを掲載しています新規加入者紹介

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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会員企業を応援! わわわわわわわわつ 福島法人会

株式会社アブソーブ

代表取締役  藤 井 拓 哉  さん
【所在地】　 〒960－8031  福島市栄町12－28
【設　立】　 平成14年設立
【事業内容】衣料品販売・飲食業
【連絡先】　 024－522－7219

つつつ!!!!!!

Ｑ
．
会
社
の
紹
介
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社
ア
ブ
ソ
ー
ブ
は
、
２
０
０
２
年
に
ア

パ
レ
ル
・
洋
服
屋
さ
ん
と
し
て
創
業
い
た
し
ま
し

た
。
２
０
１
０
年
に
『G

O
LD

E
N

 N
E

V
A

D
A

』

と
い
う
バ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
後
オ
ー
ル
ド

ハ
ワ
イ
ア
ン
『H

A
N

G
LO

O
SE

 D
IN

E
R

』
と

い
う
お
店
を
置
賜
町
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
。
昨
年
の
10
月
20
日
に『
ア
ケ
ボ
ノ
バ
ラ
ッ
ク
』

と
い
う
、
古
き
良
き
日
本
の
戦
後
の
“
こ
れ
か
ら

頑
張
る
ぞ
”、
と
い
う
時
代
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

早
稲
町
に
あ
る
ら
ぁ
め
ん
た
け
や
監
修
の
“
ア
ケ

ボ
ノ
醤
油
ラ
ー
メ
ン
”、
国
見
町
の
た
つ
み
や
精

肉
店
（
ア
ケ
ボ
ノ
バ
ラ
ッ
ク
の
店
長
の
お
じ
い
さ

ん
）
の
味
を
受
け
継
い
だ
“
コ
ロ
ッ
ケ
”
や
“
味

噌
豚
丼
”
を
提
供
す
る
飲
食
店
を
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
し
た
。

Ｑ
．
服
飾
の
お
店
を
す
る
前
に
は
仙
台
で
デ
ザ

イ
ン
の
勉
強
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。

高
校
卒
業
後
、
ど
う
し
て
も
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ

る
仕
事
が
し
た
く
て
、
福
島
の
高
校
を
卒
業
後
、

大
学
に
は
行
か
ず
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
専

門
学
校
に
２
年
間
通
い
ま
し
た
。
古
き
良
き
ア
メ

リ
カ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
洋
服
や
小
物
の
販
売
、
車

の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

去
年
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
は
あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
に

展
示
し
た
り
、
み
ん
な
で
ハ
ー
レ
ー
で
ツ
ー
リ
ン

グ
へ
行
っ
た
り
。

Ｑ
．
好
き
な
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
幸
せ
で

す
ね
。

楽
し
い
こ
と
を
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
幸
せ
で
す
。

Ｑ
．
法
人
会
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
？

街
で
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先

輩
に
声
を
か
け
て
貰
い
、
入
っ
て
10
年
目
に
な
り

ま
す
。

Ｑ
．
青
年
部
会
で
の
活
動
は
い
か
が
で
す
が
？

入
会
時
の
メ
ン
バ
ー
の
先
輩
方
が
ま
あ
パ
ワ
フ

ル
で
、
面
白
く
て
居
心
地
が
よ
く
て
、
家
族
の
よ

う
な
感
じ
で
。
知
ら
な
い
方
が
多
い
の
で
最
初
は

や
は
り
緊
張
し
ま
し
た
が
、
受
け
入
れ
て
く
れ
て

ち
ょ
っ
と
ず
つ
慣
れ
て
入
っ
て
１
年
も
経
た
な
い

う
ち
に
す
ぐ
に
居
心
地
の
い
い
場
所
と
な
り
ま
し

た
。

Ｑ
．
昨
年
の
10
月
中
旬
に
も
う
１
店
舗
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
が
、
率
直
に
ど
ん
な
お
気
持
ち

で
す
か
？

コ
ロ
ナ
中
と
い
う
か
、
時
短
中
で
す
ね
。
新
店

舗
の
構
想
が
で
き
て
動
き
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

や
は
り
不
安
の
方
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
当
た

り
前
で
す
け
ど
、
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
状
況

の
中
、
今
思
う
と
何
を
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う

と
。

Ｑ
．
も
う
就
職
が
決
ま
っ
て
い
た
社
員
さ
ん
も

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

一
緒
に
働
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
社
員
な
の

で
、
逃
げ
な
い
で
実
現
し
て
あ
げ
な
い
と
、
と
。

Ｑ
．
そ
う
い
う
姿
を
社
員
の
皆
さ
ん
も
見
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

社
員
や
仲
間
、
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
今
回
一
番

再
認
識
し
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
で
す
。

Ｑ
．
今
一
番
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
、「
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
」
と
い
う
社
訓
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
は
何
も

で
き
な
い
。
な
の
で
、み
ん
な
で
手
を
差
し
伸
べ
、

辛
い
人
の
話
は
ち
ゃ
ん
と
聞
く
、
と
い
う
こ
と
を

我
々
は
や
り
続
け
て
お
り
ま
す
。

藤 井 拓 哉  




